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   In this paper I consider the specification of the case frame in giving-and-receiving expressions from the 
perspective of information structure. Because one can infer the relationship between the speaker, the 
nominative, and the dative from the restrictions on point of view in giving-and-receiving expressions, the case 
frame that represents the speaker himself is both restorable and omitable. However, from an examination of 
the case frames in the BCCWJ (Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese), I point out that there are 
some cases in which rather than being omitted, they are explicitly specified in order to achieve a certain 
contextual effect. In this paper I have two major contentions. Using the concept of “the topic,” the first is that 
the specified case frame is used to express a topic and has a contextual effect of activating the information. 
And, I explain that a topic has a hierarchy and continuity and can function as a topic over more than one 
sentence, and topics with a higher position in the hierarchy have a longer range. The second is that expressions 
that co-occur with the activated case frame have a subjective characteristic of expressing an utterance attitude 
on the speaker himself. 
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   iTunesに入れるにはどうすれば良いのでしょうか？教えてもらえる 5と助かります。 
（『現代日本語書き言葉コーパス』） 
 2）（Yahoo!知恵袋の書き込み） 



































  ⅰ）テヤル    E（主語）＞E（非主語） 
  ⅱ）テクレル  E（非主語）＞E（主語） 
  ⅲ）テモラウ  E（主語）＞E（非主語） 
朱 炫姝「授受表現における一人称の明示性について」 







































 3）A :  君は、朝 6時に起きるんですか。 
   B :＊はい、（私は）φ起きるんです。 
（中右・神尾・高見 1998:136、「＊」の非文マークは先行研究による） 
 





                                                        
7 小野（2005:7）による和訳を示すが、原文は以下の通りである。 
・INFORMATION STRUCTURE: That component of sentence grammar in which propositions as conceptual 
representations of states of affairs are paired with lexicogrammatical structures in accordance with the mental states of 
interlocutors who use and interpret these structures as units of information in given discourse contexts (Lambrecht, 
1994:5). 














































































 6）a. Xが Yに Vてやる・あげる・さしあげる 
     b. Yが Xに Vてくれる・くださる 
     c. Xが Yに Vてもらう・いただく 
（Xは話し手・話し手側の人物を指す） 













 7）（先日聞き手 B が話し手 A に手作りのマフラーをプレゼントした。久しぶりに会った二人の会話
の中で Aの言葉） 
   a.  この前編んでくれたマフラー、とても暖かかったよ。ありがとう。 
   b.  この前私のために編んでくれたマフラー、とても暖かかったよ。ありがとう。 
   c.??この前編んだマフラー、とても暖かったよ。ありがとう。 
（筆者による作例 13） 















































 コーパス調査により得られた授受表現は、「〜てあげる」系は 1,302 用例（「〜てやる」文が 1,167 用
例、「〜てあげる」文が 34 用例、「〜てさしあげる」文が 101 用例）、「〜てくれる」系は 110,847 用例
（「〜てくれる」文は 57,548用例、「〜てくださる」文は 53,299用例）、「〜てもらう」系は 40,764用例
（「〜てもらう」文は 24,163用例、「〜ていただく」文は 16,601用例）が出現した。 
   （１）授受表現と本動詞のコロケーション関係から 
 出現用例の中でも、本動詞と授受表現のコロケーション 14関係において、MIスコア 3.0以上 15で、か
つ、頻繁に出現していた 16動詞をそれぞれ抽出した。その後、国立国語研究所（1980）の動詞の意味 16
を分類基準とし分類分析を行った。今回の調査では、「動作・作用の属性」「主体」「相手」「評価」「意図」
「結果」「対象」の 7つの動詞の意味の類が出現した。分析結果を以下の＜表 1＞に示す。 
 





が 2以上になると有意であると判断される（石田 2008）。 











＜表 1＞ 本動詞とのコロケーション関係から見た授受表現の使用の様相（単位は実数） 

















やる 126 いる 1,149 来る 962 
言う 39 やる 1,530 やる 795 
持つ 25 来る 4,148 買う 308 
かける 21 言う 1,596 出す 286 
入れる 18 頑張る 1,039 行く 278 
出す 16 あげる 887 聞く 246 
見つける 3 話す 738 書く 244 
作る 3 確認する 444 入れる 224 
遊ぶ 3 行く 441 相手（13.7％） 教える 1,501 
起こす 2 与える 844 
意図（16.1％） 
見る 1,276 






主体（5.2％） なる 24 見せる 822 なる 271 
相手（4.7％） 教える 22 結果（1.7％） 作る 718 対象（2.8％） 送る 307 
評価（3.4％） 褒める 16 評価（1.3％） 注意する 537 結果（2.7％） 作る 300 



















   （２）授受表現における格情報の明示と省略について 
 本節では、授受表現の構文要素の中でも、格情報についての分析結果を述べる。まず、各授受表現に
おける主格名詞句と与格名詞句の明示と省略について、以下のような結果が得られた。 

















＜表 2＞ 授受表現における格情報の明示と省略のまとめ（単位は実数） 
































































   A05：彼女ってこの前、彼に振られたんだって。 
   B06：え、本当？どうして？ 
   …（中略） 
   A20：そういうこと。あ、そう言えば、成績のこと、ちゃんと話してくれた？ 
朱 炫姝「授受表現における一人称の明示性について」 





   B21：うん？誰に？ 
   A22：お父さんによ、お父さんに。 














＜表 3＞ 授受表現において明示された格情報のまとめ 



























































                                                        
17 【人名】の中には一人称を指すケースもあったため、下線で示している。 










   a.  荷物を持ったりしてたんですけれども（後略） 
   b.＃φ荷物を持ってあげたり（後略） 





















   私も変だと思ったの。私を送って下さる時、ロバートと会って、どう思うか私に教えて下さ
い。 
   a.＃どう思うかφ教えて下さい。 
   b.  どう思うか私に教えて下さい。 
（「コーパス」） 
 





 このような例は、「私が〜てもらう」系にも出現しているが、次の例 12）を挙げながら説明する。 
 
 12）（話し手：国会議員、国会議事録） 
   つまり、米価というものを毎年上げる、上げる、いや据え置きだ、下げるなんてとんでもな
い、こういう議論がずっとありました。私が議席を与えていただいている八年間、ずっとそうい
うことで夏は幾晩も徹夜をしてまいりました。 
   a.  φ議席を与えていただいている八年間、徹夜をしてまいりました。 



















   梅田のかっぱ横丁にある占いはよく当たりますよ。色んな占い師さんがいて、私が見てもらっ
た人は皆当たっていました。 
   a.＃φ見てもらった人は皆当たっていました。 











   でも、わたしはそれにこたえてあげられなかった。彼女に説明した。 
（「コーパス」） 
 15）（Yahoo!知恵袋の書き込み、話し手：不明、談話の性格：助言・アドバイス） 



















   a.  φ今ちょっと仲良くさせていただいてるのは、（後略） 
   b.  私が今ちょっと仲良くさせていただいてるのは、（後略） 
（「コーパス」） 
 






























   a.  いろいろφしてあげたくなりますが、（後略） 































   a.  国語の先生が、φ送ってくれた応援の言葉です。 


































   いーい？今からこのワタシが教えてあげるから、耳の穴かっぽじってよく聞きなさい。 
（「コーパス」） 
 24）（話し手：男性、小説の会話） 
   そんなこともわからんのか。では、天才であるこのわしが説明してやろう。 
（「コーパス」） 
 
 一人称を表す表現と共起する表現として、例 21）の「無知な私」、例 22）の「こんな僕」、例 23）の
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